
プログラム

7 月 10 日（金）

����ʙ ���� 開会の辞
�'

ϑラϫーホール 大会長　末岡　榮三朗　（一ൠ社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所所長／佐賀大学名༪教त）

����ʙ 1���� シンポジウム 1
「次世代バイオバンクを支える AI と情報科学と自動化ロボティクス」�'

ϑラϫーホール 座長　岡野　和広　（アジϨントテクノロジー株式会社）

菊池　理　（京都大学大学院医学研究科附属がん免疫総合研究センター　臨床がん免疫薬ޮ薬理部門）

4:���　バイオバンク・ジϟύンͷऔり組みɿ��� ສ人ゲノムج൫ͱ૒ํ向ੑバイオバンク
松田　ߒ一　
東京大学　大学院৽ྖ域創੒科学研究科
東京大学　医科学研究所
バイオバンク・ジϟύン

4:���　オンϓϨϛスLL.ʹΑΔޢ؃ཁ໿作੒ͷࣗಈ化ɿ地ํ中֩病院ʹ͓͚Δಋೖͷݱঢ়ͱ課୊
織田　ྑ正　
社会医療法人祐愛会 織田病院
佐賀大学医学部附属病院　地域総合診療センター

4:���　࣍世代バイオバンクΛۦಈ͢Δ医療 AI ͱ医療情報学
藤井　進　
東北大学֐ࡂ科学国際研究所　֐ࡂ医療情報学分野

1��1�ʙ 11��� シンポジウム 2
「バイオバンクを用いた臨床研究の新展開：希少疾患、遺伝性疾患、バイオマテリアルの多
様性」�'

ϑラϫーホール
座長　松本　ൟ己　（京都大学大学院医学研究科　リアルϫールドデータ研究開発講座）

平沢　　晃　（岡山大学学術研究院医歯薬学域　臨床遺伝子医療学分野）

4:���　৽઱組織ࡉ断技術ʹΑΔഓཆՄೳ組織ౚ結保ଘ法ͱͦͷԠ༻
井上　正宏　
京都大学大学院医学研究科　京都大学ʮ医学ྖ域ʯ産学連携推進機構（,6.BL）

4:���　੾আෆೳᢄ臓؞ʹର͢Δ臨床研究 ʙバイオバンクͱհೖ研究，࡯؍研究ʙ
白川　剛　
臨床血ӷ・腫瘍研究会
ӫ光病院
௽田クリニック

4:���　遺伝ੑ腫瘍症ީ܈診療ʹ͓͚Δバイオバンクͱίϗート研究
平沢　晃　
岡山大学学術研究院医歯薬学域　臨床遺伝子医療学分野

4:���　ଟ༷ͳバイオバンクͷ試料Λ׆༻ͨ͠೉聴研究ͷ৽ల開
西尾　信哉　
信州大学医学部　人工聴覚器講座
信州大学医学部附属病院　バイオバンク信州
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11���ʙ 1���� ランチョンセミナー１
「全ゲノム解析が変えるがん研究の最前線」�'

ϑラϫーホール 共࠵　ॅ঎フΝーϚインターナショナル株式会社
座長　ౢଟ　ྋ子　（ॅ঎フΝーϚインターナショナル株式会社）

L4���　東大医科学研究所ʹ͓͚Δ大௎がんͷશゲノム解析ͱデータ解ऍͷऔり組み
山口　貴世志　
東京大学医科学研究所　先端医療研究センター　臨床ゲノム腫瘍学分野

L4���　5C(A anE BFZonE� 8IoMF�(FnomF %ata 1oXFrinH tIF NFYt &ra of CancFr IntFMMiHFncF
:oVnHsFoL +V　
Co�foVnEFr
 Inocras
1rofFssor
 (raEVatF 4cIooM of .FEicaM 4ciFncF anE &nHinFFrinH
 ,AI45

1����ʙ 1���� シンポジウム３
「データガバナンスと精度管理とグローバルハーモナイゼーション」�'

ϑラϫーホール 座長　山口　宗一　（鹿児島大学医歯学域医学系　医歯学総合研究科　血管代謝病態解析学分野）

中ౢ　祥人　（αーϞフィッシϟーαイエンティフィック株式会社）

4:���　東北メディカル・メガバンク計画バイオバンクͷར׆༻৹査かΒみͨデータガバナンスͱ精౓管理
大根田　絹子　
東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 ゲノム予防医学分野

4:���　I4B&3 ͱͷ連携Λ中৺ͱ͢Δバイオバンクͷ国際ಈ向
池田　७子　
一ൠ社団法人 日本生෺ݯࢿ産業ར༻ٞڠ会

4:���　国際ڠௐΛ見ਾえͨ標準化データͱバイオバンクガバナンス
ʵNCBN 経験ͱ開業医ࢹ఺かΒߟえΔメタ・メκϨイϠーͷ実૷ ɻ
෌田　౒　
෌田内科
国立॥環器病研究センター
国立健康危機管理研究機構
੩岡県立総合病院

4:���　バイオバンクʹ͓͚Δ品࣭管理ͱグローバルϋーϞナイθーション
ʵI40�5C��� ͷ׆ಈͱ実ફ事ྫ ɻ
服部　功太郎　
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター　メディカル・ゲノムセンター

1��1�ʙ 1���� 特別企画
�'

ϑラϫーホール 座長　末岡　榮三朗　（一ൠ社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所所長／佐賀大学名༪教त）

日本ͷゲノム医療ࡦࢪͷ推進ʹついͯ
ʙʮゲノム医療ࡦࢪʹ関͢Δج本తͳ計画ʯΛ中৺ʹʙ

松浦　祐史　
ް生࿑ಇল　医੓局研究開発੓ࡦ課　医療イノϕーション推進室
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1����ʙ 1���� スイーツセミナー
�'

ϑラϫーホール 共࠵　ジΣωシスヘルスέア株式会社／ 401)IA (&N&5IC4
座長　高橋　宏和　（佐賀大学医学部　肝臓・糖尿病・内分泌内科／佐賀大学医学部附属病院　肝࣬ױセンター）

44��　৺๪・৺室৺ے症ͷゲノム・Ϛルνオϛクス研究ج൫ͷ構ங ɻ バイオバンク連携・AI・ͦͯ͜͠ΕかΒɻ  
山口　ଚ則　
佐賀大学医学部　॥環器内科

44��　401)iA %%. ͷ N(4 ͷ解析 
中野　和࢘　
401)IA (&N&5IC4

1����ʙ 1���� ポスター発表
�'

ଟྑ・੸ৼͷؒ P-1 ～ P-26

1����ʙ 1���� シンポジウム４
「ゲノム医療におけるバイオバンクの現在・未来」�'

ϑラϫーホール 座長　石倉　ਗ਼秀　（東北大学　東北大学医学系研究科　AIフロンティア）

武藤　学　（京都大学大学院医学研究科　腫瘍内科学講座


4:���　ゲノム医療ʹ͓͚Δバイオバンクͷࡏݱ・未来 ɻ データͱ AI Ͱ୓くϥーニングヘルスシステム
荻島　創一　
東北大学　高౳研究機構　未来型医療創੒センター
東北大学　東北メディカル・メガバンク機構 医療情報　IC5 部門 ゲノム医科学情報学分野

4:���　がんゲノム医療ʹ͓͚ΔバイオバンクͷՌͨ͢໾ׂ 
武藤　学　
京都大学大学院医学研究科　腫瘍内科学講座

4:���　଄血器腫瘍遺伝子ύωル検査͸、ʠมҟΛಡΉ検査ʡͰ͸ͳくʠ࣬ױΛಡΉ検査ʡͰあΔ
松井　ܒ隆　
国立がん研究センター中央病院　臨床検査科

4:���　バイオバンクͷՌͨ͢໾ׂͱ医学・医療ͷ未来
後藤　༤一　
国立精神・神経医療研究センター
国立健康危機管理研究機構
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7 月 11 日（土）

9:00〜 11:00 遺伝子診療学会共催企画
2F

フラワーホール 座長　末岡　榮三朗　（一般社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所所長／佐賀大学名誉教授）

西原　広史　（慶應義塾大学医学部　がんゲノム医療センター）

仁井見　英樹　（富山大学　学術研究部医学系　臨床分子病態検査学講座）

佐藤　謙一　（国際医療福祉大学　福岡保健医療学部　医学検査学科）

クリニカルバイオバンクの考え方
西原　広史　
慶應義塾大学医学部　がんゲノム医療センター

1　残余検体バンキング利活用の現状と将来展望
滝野　寿
つくば臨床検査教育・研究センター

2　研究用と診療用バイオバンクの共通言語、相違点
松下　一之
千葉大学医学部附属病院　検査部

3　診療用バンク ; ISO 15189、ISO 20387 とリスク対応
中江　裕樹
一般社団法人日本生物資源産業利用協議会

4　造血器腫瘍遺伝子パネル検査における検体品質管理とリスクマネジメント
宮地　勇人
新渡戸文化短期大学　臨床検査学科

※総合討論あり

11:10〜 11:50 シンポジウム５
「持続可能なバイオバンク運営・人材育成・インフラ更新」2F

フラワーホール 座長　田澤　裕光　（京都大学医学部附属病院　クリニカルバイオリソースセンター）

松下　一之　（千葉大学医学部附属病院　検査部）

SY5-1　バイオバンクは誰に支えられて運営されるのか
長神　風二　
東北大学　東北メディカル・メガバンク機構
東北大学　未来型医療創成センター

SY5-2　ゲノム医療を支える岡山大学病院バイオバンクの取り組み
冨田　秀太　
岡山大学病院　ゲノム医療総合推進センター
岡山大学病院　バイオバンク

12:00〜 12:50 ランチョンセミナー２
2F

フラワーホール 座長　久保田　寧　（佐賀県医療センター好生館　検査部）

共催　社会医療法人祐愛会

LS2　バイオ 3D プリンタを用いた臓器再生への取り組み
中山　功一　
佐賀大学医学部附属再生医学研究センター
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13:00〜 14:30 スポンサードシンポジウム
「AMED が目指す医療研究 DX」2F

フラワーホール 座長　荻島　創一 （東北大学 高等研究機構 未来型医療創成センター / 東北メディカル・メガバンク機構 医療情報
ICT 部門 ゲノム医科学情報学分野）

森田　瑞樹　（岡山大学 学術研究院 ヘルスシステム統合科学学域 生体情報科学分野）

共催　国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

SSY　勝井　恵子　
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）　研究開発戦略推進部　社会共創推進課

浅野　武夫
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）　推進役

14:40〜 16:00 シンポジウム６
「日本のバイオバンク戦略」2F

フラワーホール 座長　西原　広史 （慶應義塾大学医学部　がんゲノム医療センター）

荻島　創一 （東北大学 高等研究機構 未来型医療創成センター / 東北メディカル・メガバンク機構 医療情報
ICT 部門 ゲノム医科学情報学分野）

SY6-1　リアルワールドデータ時代における研究基盤の再構築と国際的プレゼンスの確立
松本　繁己　
京都大学大学院医学研究科　リアルワールドデータ研究開発講座
京都大学大学院医学研究科　腫瘍内科学講座

SY6-2　Blood Transfusion Chain から学ぶ Clinical Biospecimen Chain のあり方
末岡　榮三朗　
一般社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所所長／佐賀大学名誉教授

SY6-3　未来医療のインフラとしてのバイオバンク
西原　広史　
慶應義塾大学医学部　がんゲノム医療センター

※総合討論あり

16:00〜 閉会の辞
2F

フラワーホール 大会長　末岡　榮三朗　（一般社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所所長／佐賀大学名誉教授）
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